
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 27 日 28 日、『北小こども劇場』

～学校スペシャルプロジェクト～が大成功のうちに幕を

閉じました。本校の経営方針の一つは『失敗を

恐れずチャレンジする教育』です。この『北小

こども劇場』は、子供たちのチャレンジを応援

するプロジェクトでもありました。 

 演劇体験は、ほとんどの子が一生のうちで何

回も経験することではありません。舞台で役を

演じることは、どの子にとっても大きなチャレ

ンジです。しかし、演劇は一人で創るのではあ

りません。一人がセリフを言う時、周りのみん

ながリアクションしてそれを支えます。お互い

の演技を支え合って成り立つのが演劇の本質

です。さらに、本番では、観客が反応し、拍手

を送り、そのチャレンジを応援してくれるから

こそ、大きな自信へとつながるのです。 

高学年のある子は、｢役作り手帳｣にこう書い

ていました。「自分には目立つ役は無理だ。で

も、先生から『自分を変えるチャンス』と聞い

て、チャレンジすることにした。最終的にはや

りたい役にはなれなかったけど、私は自分の役

で自分を変えるチャレンジをしていく。」 

劇づくりでは、低学年は大きな声で堂々と演

じることを、中学年では劇で演じることの楽し

さを、そして高学年は子供たちが自分たちで意

見交換しながら創り上げることを大切にして

きました。本番緊張して声が出なかったり、上

手く演じたりできなかった子もいるかもしれ

ません。でも、どの子もチャレンジしてくれた

からこそ、劇がちゃんと進んで成功できました。 

一人一人のチャレンジに拍手を送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『北小こども劇場』学校スペシャルプロジェ

クトでは、子供たちに学芸会をプロデュースさ

せました。これも子供たちが自分たちで創り上

げるチャレンジの一つです。代表委員会ではい

くつものアイデアが生まれました。体育館エン

トランスの装飾、幕間での学年紹介ビデオ上映、

入場チケットの配布、LED を使ったエントラン

スの案内表示や劇場インテリア等のアイデア

です。この劇場づくりにいろんな学年の子供た

ちが参加し、自分たちで作り上げてくれました。 

 通級指導学級「そよかぜ」に通う子供たちは 

ドミノで『オープニングアニメーション』を作

ってくれ大好評でした。案内の事務や先生方も

コスチュームで劇場を演出します。当日、参観

していただいた皆様方からは、たくさんの笑い

声や手拍子、拍手などをいただきました。おか

げで、子供たちは生き生きと演じることができ

ました。北小に通う子供たちと先生たち、そし

て保護者、地域が一体となって創り上げたのが、

今回の『北小こども劇場』。この体験が、これ

から自分らしく自信をもって生きる力となる

ことを願っています。 

 たくさんのご協力、ありがとうございました。 

№ ８ 

平成２７年１２月１日 
校長  上田 祥市 

「北小こども劇場～学校スペシャルプロジェクト～」大成功  上田 祥市 

1 年生「おたまじゃくしの１０１ちゃん」 

６年生「魔法をすてたマジョリン」 

５年生「ユタと不思議な仲間たち」 

４年生「どろぼう学校」 

１年生「おたまじゃくしの１０１ちゃん」 

３年生「おかしのすきな海ぞくの 

おかしなおかしなおかしな旅」 2 年生「アイウエオリババ」 


